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　65 歳以上の地域在住高齢者を対象とし、身体機能評価 10 項目（grip strength, one-legged stance, tandem 
stance, functional reach, tandem walk, alternate step, 5 chair sit-to-stand, timed up-and-go (TUG), timed rapid gait, 
usual gait speed）を選定し、身体的虚弱と要介護レベルごとに身体機能測定をおこなった。身体機能による
身体的虚弱と要介護のレベルを識別するために ROC （receiver operating characteristic curve）曲線を用いて区
別する cut-off値を求めた。cut-off  値は ROC曲線から感度と特異度が高い値を抽出した。なお、身体的虚弱





を示した。特に、TUGと usual gait speed は身体的虚弱レベルを識別に高い感度や特異度を示した。要介護
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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究で提案された PPSは、身体的虚弱や要介護状態をスクリーニングする指標として、要介護化の一
次予防策を講じる上で価値ある知見となりうると評価された。特に、十分な標本数に適切な統計処理を施し、
優れた尺度構成がなされており、対象者の年齢層が高いことからも PPSの利用価値は高い。一方、身体機
能を性、年代別に検討する必要があるとの指摘があった。また、高齢者の身体機能は個人差が大きいことか
ら、身体機能の cut-off値だけでなく基準範囲（zone）を提案する必要があるとの指摘があった。膨大な情報
を扱うがゆえに、個々の課題に関する討論がやや不十分となっているが、博士論文としての完成度は高いと
評価された。
　よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
